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 外国語については、学位論文中のGeneral IntroductionおよびGeneral Discussion 
and Conclusionについて、本人が書いたことが確認された後、これらの章に基づいた
審査が行われた。多少冠詞などの文法的な問題、および、段落構成などについての問
題は指摘されたものの、全体としては簡潔な文章でよく書けているとの評価が寄せら
れた。 
 その後、審査員全員で討議を行った。研究内容については、質・量ともに申し分な
く、学位に十分値するとの評価を受けた。専門分野のみならず、関連分野に関する質
疑応答、英語力等すべてを総合的に判断し、申請者は学位を得るにふさわしい十分な
資格を有すると判定された。 
 
